
   - 1 - 

   

   
 

  

母
子
の
健
康
月
間 

平
成
28
年
４
月
21
日
（
木
） 

名
古
屋
地
区
Ｒ
Ｃ
合
唱
団
連
合
会 

東
日
本
大
震
災 

 
 

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
６ 

於 

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館 

ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル 

 
 

会
員 

56
名 

 
 

出
席
計
算
数 56

名
中
56
名
出
席 

出
席
率 

１
０
０
％ 

前
々
回
出
席
率
96
・
08
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
東
日
本
大
震
災 

 
 

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
６  

 

ゲ
ス
ト 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

 

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ベ
ン
コ
ブ
ス
キ
ー  

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
敬
称
略
） 

司 

会
／
梶
野
涼
子 

ご
あ
い
さ
つ 

名
古
屋
地
区
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

合
唱
団
連
合
会  

会 

長 

盛
田
和
昭 

第
１
部 

◆
名
古
屋
名
南
Ｒ
Ｃ
混
声
合
唱
団 

指 

揮
／
友
森
美
文 

 
 

ピ
ア
ノ
／
古
山 

緑 

・
Ａ
ｖ
ｅ 

Ｍ
ａ
ｒ
ｉ
ａ 

・
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

◆
メ
ー
ル
・
ア
カ
ン
タ
ー
レ（
名
古
屋
東
南
Ｒ
Ｃ
） 

指 

揮
／
竹
田
裕
紀 

 
 

・
さ
ら
ば
青
春 

・
男
声
合
唱
組
曲
「
富
士
山
」
よ
り 

〝
作
品
第
肆
〟 

・
我
が
歌 

◆
コ
ー
ル
・
カ
メ
リ
ア
（
名
古
屋
名
駅 

Ｒ
Ｃ
） 

指 

揮
／
水
谷
弥
生 

ピ
ア
ノ
／
中
村
容
子 

・
心
の
瞳 

 
 

 
 

・
白
い
ブ
ラ
ン
コ 

・
糸 

◆
コ
ー
ル
・
ス
イ
ー
ツ 

（
あ
ま
Ｒ
Ｃ
） 

指 

揮
／
古
川
三
千
子 

ピ
ア
ノ
／
野
田
佳
予
子 

・
風
の
中
の
青
春 

・
瑠
璃
色
の
地
球 

◆
オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ 

（
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
） 

指 

揮
／
井
原
義
則 

ピ
ア
ノ
／
岡
戸
弘
美 

・
い
ざ
起
て
戦
人
よ  

・
友 

～
旅
立
ち
の
時
～ 

・
栄
光
の
架
け
橋 

◆
コ
ー
ル
・
ロ
ー
タ
リ
ー
名
古
屋 

（
第
２
７
６
０
地
区
15
Ｒ
Ｃ
） 

指 

揮
／
夏
目
久
子 

ピ
ア
ノ
／
中
村
容
子 

・
浜
辺
の
歌 

 
 

・
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス 

第
２
部 

◆
井
原 

義
則 

（
テ
ノ
ー
ル
）  

ピ
ア
ノ
／
岡
戸
弘
美                 

・
ウ
ィ
ー
ン
我
が
夢
の
街 

・
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・ 

グ
レ
イ
ス 

◆
小
林 

史
子 

（
ソ
プ
ラ
ノ
） 

ピ
ア
ノ
／
岡
戸
弘
美                 

・
悲
し
く
な
っ
た
時
は 

・
む
こ
う
む
こ
う 

・
オ
ペ
ラ
「
蝶
々
夫
人
」
よ
り 

〝
あ
る
晴
れ
た
日
に
〟 

◆
夏
目 

久
子 

（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
） 

ピ
ア
ノ
／
都
築
彩
子 

・
時
代 

・
糸 

 

義
援
金
の
贈
呈 

盛
田
和
昭
会
長
よ
り 

「
あ
し
な
が
育
英
会
」へ 

 

全
員
合
唱 

故
郷 

会
場
の
皆
様
と
共
に 

  

東
日
本
大
震
災 

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
６ 

名
古
屋
地
区
Ｒ
Ｃ
合
唱
団
連
合
会 

総
務 

鬼
頭 

茂
成 

４
月
21
日
（
木
）
例
会
変
更
で
、
東

日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
６
を
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館

ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

梶
野
涼
子
さ
ん
の
司
会
で
開
会
と
な

り
、
盛
田
和
昭
連
合
会
会
長
が
「
こ
の 

チ
ャ
リ
テ
ィ 

コ
ン
サ
ー
ト 

は
東
日
本
大 

震
災
が
起
こ 

っ
た
年
か
ら 

行
っ
て
い
ま 

す
。
10
年
を 

目
標
に
掲
げ 

今
年
で
６
回 

目
と
な
り
ま 

し
た
。
し
か 

し
、
今
年
は 

熊
本
で
地
震 

が
起
こ
り
、
被
災
地
で
は
皆
様
大
変
ご

苦
労
を
し
て
み
え
ま
す
。
こ
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
を
一
部
熊
本
に
も
贈
っ
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
を
さ
れ
、
会
場
か

ら
賛
同
の
拍
手
を
頂
き
コ
ン
サ
ー
ト
が

始
ま
り
ま
し
た
。 

第
１
部
は
、
名
古
屋
名
南
Ｒ
Ｃ
混
声

合
唱
団
（
名
古
屋
名
南
Ｒ
Ｃ
）
、
メ
ー
ル
・

ア
カ
ン
タ
ー
レ
（
名
古
屋
東
南
Ｒ
Ｃ
）
、
コ

ー
ル
・
カ
メ
リ
ア
（
名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ
）
、

コ
ー
ル
・
ス
イ
ー
ツ
（
あ
ま
Ｒ
Ｃ
）
、
オ
オ

ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
（
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
）
、
コ

ー
ル
・
ロ
ー
タ
リ
ー
名
古
屋
（
地
区
内
15

Ｒ
Ｃ
）の
の
６
合
唱
団
が
合
唱
を
演
奏
し

ま
し
た
。
第
２
部
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
賛

同
し
て
い
た
だ
い
た
声
楽
家
の
演
奏
で
、

井
原
義
則
さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
）、
小
林
史

子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
夏
目
久
子
さ
ん

（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）
の
素
晴
ら
し
い
歌

唱
を
聴
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
あ
し
な
が
育
英
会
の
川
本

亜
実
さ
ん
に
盛
田
会
長
か
ら
義
援
金
の

目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
そ
し
て
村
松

美
和
さ
ん
が
、「
東
北
の
復
興
と
熊
本
の

支
援
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
出
演
者
、

来
場
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
っ

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
集
ま
っ
た
義
援
金
の
総
額
70

万
円
か
ら
、
35
万
円
を
東
北
に
、
35
万

円
を
熊
本
地
震
緊
急
支
援
募
金
に
分
け
、

全
額
を
４
月
26
日
あ
し
な
が
育
英
会

へ
送
金
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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派
遣
青
少
年
交
換
学
生 

報
告
（
続
き
）

 

「
マ
ン
ス
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
」 

青
少
年
交
換
学
生 

渡
辺 

 

玄 

３
月
12
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
Ｙ
Ｅ
Ｐ
の

活
動
の
一
環
で
あ
る
、"F

e
s
ta

 d
a
s
 

N
a
çõ

e
s
"

と
い
う
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
活
動
は
、
留
学
生
が
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
ブ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

話
を
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
日
本

の
他
、
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
デ
ン

マ
ー
ク
な
ど
の
ブ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

他
の
ブ
ー
ス
は
２
、
３
人
程
の
同
じ
国

の
留
学
生
が
い
た
の
で
す
が
、
日
本
ブ

ー
ス
は
僕
一
人
で
、
少
し
国
の
説
明
に

手
こ
ず
り
ま
し
た
。
日
本
に
行
き
た
い 

と
思
っ
て
い
る
留
学
希
望
の
子
と
会
っ

た
り
、日
系
の
方
と
お
会
い
し
た
り
、派

遣
候
補
生
の
子
と
会
っ
た
り
（
ブ
ラ
ジ

ル
で
は
交
換
学
生
と
候
補
生
が
接
触
す

る
機
会
は
な
い
の
で
こ
の
日
初
め
て
会 

い
ま
し
た
。）

と
て
も
楽
し

か
っ
た
で

す
！ こ

の
活
動

で
は
、
そ
れ 

ぞ
れ
の
国
の
お
菓
子
か
食
べ
物
を
持
っ

て
行
く
必
要
が
あ
り
、
僕
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
由
来
と
い
う
こ
と
で
金
平
糖
を
持

っ
て
い
っ
た
ら
、
か
な
り
好
評
で
驚
き

ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
金
平
糖
の
名
前

の
由
来
に
な
っ
た"c

o
n

fe
ito

"

（
コ

ン
フ
ェ
イ
ト
）
と
い
う
単
語
に
は
、「
カ

ー
ニ
バ
ル
の
色
鮮
や
か
な
紙
吹
雪
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

３
月
13
日
、
ホ
ス
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
ま

し
た
。新
し
い
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

M
o

c
h

iz
u

k
i

さ
ん
と
い
う
日
系
の
家

庭
で
、
と
て
も
親
切
で
す
。
今
ま
で
の 

家
庭
で
は
、

家
に
そ
の
ま

ま
靴
で
上
が

る
の
が
普
通

で
し
た
が
、

「
家
に
上
が

る
と
き
は
靴

を
脱
が
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
」
と
か
、 

壁
に
額
縁
に 

入
れ
ら
れ
て
筆
で
書
か
れ
た
ち
ょ
っ
と

し
た
書
が
飾
っ
て
あ
っ
た
り
と
、
生
活

が
日
本
的
に
な
り
ま
し
た
。 

ホ
ス
ト
チ
ェ
ン
ジ
の
翌
日
は
ホ
ス
ト

マ
ザ
ー
の
誕
生
日
で
、
今
ま
で
の
家
庭

で
は
誰
か
の
誕
生
日
で
は
夜
中
遅
く
ま

で
盛
大
な
パ
ー
テ
ィ
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
ち
ら
で
は
、
家
族
で
誕
生
日

の
歌
を
歌
っ
て
そ
の
後
に
ケ
ー
キ
を
食

べ
る
だ
け
と
い
う
、
と
て
も
日
本
に
近

い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
一
般
の
ブ
ラ

ジ
ル
の
家
庭
と
日
系
の
方
の
生
活
の
違

い
を
、
少
し
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
帰
国
ま
で
の
４
か
月

お
世
話
に
な
る
の
で
、
こ
の
４
か
月
の

間
に
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
て

い
き
た
い
で
す
！ 

           

３
月
17
日
、
僕
が
ず
っ
と
温
め
て
き

た
企
画
が
実
現
し
ま
し
た
。企
画
名
は
、

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
と
も
だ
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ブ
ラ
ジ
ル
で
は

P
ro

je
to

 
d

o
 

A
M

IG
O

-T
O

M
O

D
A

C
H

I J
a
p

 

-
o
n
ê s

 A
m

ig
o

）
で
す
。
昨
年
２
０ 

１
５
年
が
日
ブ

ラ
ジ
ル
外
交
関

係
樹
立
１
２
０

周
年
と
い
う
こ

と
で
、
僕
自
身

が
企
画
し
た
も

の
で
す
。 

実
は
、
こ
の

日
実
施
さ
れ
た

企
画
は
第
二
弾

で
、
第
一
弾
は
、

〝
日
本
と
ブ
ラ

ジ
ル
の
学
校
間

で
絵
手
紙
交
換

を
し
て
各
学
校

内
で
掲
示
を
す

る
〟
と
い
う
企

画
で
し
た
。 

こ
れ
は
、
企

画
の
第
一
弾

の
様
子
で
す
。 

こ
の
企
画

は
、
日
本
で

は
名
古
屋
大

須
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
、

名
古
屋
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
、
椙

山
女
学
園
大

学
附
属 

椙

山
小
学
校
、

高
蔵
幼
児
園
、

名
古
屋
石
田

学
園 

星
城

中
学
校
様
、

ブ
ラ
ジ
ル
で

はR
o
ta

ry 

C
lu

b
 

d
e
 

P
ira

c
ic

a
 

b
a
 
V

ira
 
R

e
z
e
n

d
e
, 

In
te

ra
c
t 

C
lu

b
 d

e
 L

u
iz

 d
e
 Q

u
e
iro

z
, C

 

-O
C

 P
ira

c
ic

a
b

a

に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
企
画
は
在

名
古
屋
ブ
ラ
ジ
ル
総
領
事
館
か
ら
正
式

に
承
認
、
後
援
を
頂
い
て
い
ま
す
。 

こ
の
第
一
弾
は
３
月
14
日
を
も
っ
て
、

両
国
共
に
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
３
月
17
日
か
ら
が
第
二
弾
の
開

始
で
し
た
。〝
せ
っ
か
く
日
本
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
絵
手
紙
を
、
学
校
間
だ
け
で

終
わ
ら
せ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
〟
と

い
う
理
由
か
ら
、R

o
ta

ry C
lu

b
 d

e
 

P
ira

c
ic

a
b

a
 V

ira
 R

e
z
e
n

d
e

に

P
ira

c
ic

a
b

a

市
内
に
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
、S

h
o
p

p
in

g
 P

ira
 

-
c
ic

a
b

a

に
て
絵
手
紙
の
展
示
会
を

し
た
い
と
再
度
企
画
立
案
申
請
し
、
見

事
そ
の
企
画
が
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

僕
は
今
、
８
月
に
始
め
た
当
初
の
企

画
段
階
で
は
、
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
大
き

な
企
画
に
な
る
と
は
思
い
も
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
今
の
こ
の
現
状
に
、
驚

き
と
同
時
に
と
て
も
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
企
画
は
僕
一
人
の
力
で
実

現
で
き
た
の
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の 

 
 

 
 

方
の
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
実
現

で
き
ま
し
た
。

改
め
て
企
画
に

協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に

感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

５
月
５
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

法
定
休
日 

５
月
12
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

卓 

話 

「
今
の
暮
ら
し
に
生
か
し
た
い「
養
生
訓
」 

～
日
本
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
貝
原
益
軒
～
」 

愛
知
学
院
大
学
心
身
科
学
部
講
師  

 

田
中 

康
史
さ
ん  

 
 

 
 

 
 

広
報
委
員
会   

 

前
田 

隆
久 

大
澤 

伸
悟
・
杉
浦 

令
淑 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

  

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 


